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がすでに 1941 年に出版されている。1970 年以前は、上野勇の研究が中心と言えよう。上
野勇は 1911年、東京の生まれ。大間々農業学校、沼田高等学校、沼田女子高等学校等の教
員の傍ら、国立国語研究所地方研究員も務め、群馬県方言の研究に取り組んだ研究者であ









秋田薫『上州ことば』は、昭和 38年 1月から 1年間の朝日新聞群馬版での連載を整理・
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て分かりやすい。『上州の風土と方言』は 2002 年に上毛新聞社から上毛文庫 49として改訂
版が出版されている。 
星野光儀『ふるさとの言葉 群馬の方言をさぐる』は、吾妻新聞社が同人誌「みやま」
















































さらには、当時、東京外国語大学助教授の井上史雄も 1970 年代末から 1980 年代にかけ
て群馬大学の集中講義で教鞭をとっている。本稿の著者は、1979 年の集中講義で新方言に
関する講義を受講し大いに影響を受け、卒業論文を群馬の新方言をテーマにまとめた。そ





   ・上野勇編「新治の方言・訛語」『新治村史料集 3』 
・上野勇編「同一個人の語彙の変化」『日本方言研究会第 31 回研究発表会発表原稿























































































































 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 72 
ごろから「急速に消えていく桐生の言葉を残したい」と方言収集を始めた。地方紙「桐生






















・伊藤信吉『マックラサンベ 私の方言 村のことば』川島書店 
・大橋勝男「「群馬県吾妻郡六合村の方言」六合村教育委員会編,「長野県史 方言編
























































刊行会編『ほのぼの方言』がある。本書は、北橘村広報『たちばな』平成 3 年 4 月号から
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